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1 題材名「かたちについて考えてみよう」

2 考える価値内容槌界

3 題材について

子どもたちは,この 1年研N夢」1がまん」というテーマに沿って学習を行ってきた。特に,2学期に行っ

た「がまん」というテーマでは,がまノVをしたり,されたりする場面での気持ちをぢぇたり,どんなと

きにがまんすることが必要かを芳えたりしていく中で,「がま/νしているか,していないか。その時に,

どんな気持ちなのかは,自分が捉えていることと,相手が捉えていることが逮う」ということが,少し

ずつ明らかになっていった。子どもたちは,芭え方・捉え方は多様である。ということをヲ引捺の場而に

照らして灣えられるようになってきているのではないか。というヲ嵜謹から,少し大きなテーマ「かたち」

について3学期は芳えてみることにした。

このテーマは,算数の学習で図形を扱っている時に,子どもたちから出されたものである。

算数の図町封須域での学習履歴は,平而図影から立体図形へという概念理解。さらに,図形の扱いは,

特殊図形(正方形・直角三角形・平行四辺汗ヂ立方体など)の性質や牛新敦から,一般図形へ。また_点

→線→而→立体へなどの流れもある。このような算数での学習の流れと子どもたちが実際に目にし,触

れている「かたち」には大きなズレがあるようにぢぇる。そこで,題材を「図汗勿ではなく,「かたち」,

としている。

「かたち」について子どもたちに索朴に思っていることを閉いていると,「現実に見えるものは全てか

たちがある。」「点があり平而があり立体があり,そのもっと広いところには何があるのか。」「線が持つ

意味はなんなんだろうか。」のような発言が上がった。それは,自分達が学習したことと,その外側に

ある何かを感じ,それについてぢぇたいと思0ていると私は捉えた。またこれらの発言には,私建身が

算数科・の擢当であることで,子どもたちを算数の世界に追い込んでしま0ているという危恨.もある。そ

こで,今回てつがくの学習として「かたち」を扱うことにより,学習の世界を突き抜けた広い世界へ子

どもたちがどのようにアプローチLていくのかを私自身が楽しみにしている。幼児期以前から触れてい

るさまざまな「かたち」を小学校の学習で,一度焦点化Lた思老へと押し込め,もう一度「かたち」に

ついて考える営みは,知0たからこそ,考える礪が広がっていくこと,さらに思者が広がり深められて

いる廚分の成長を実感させることができるのではないかと昔えている。

3 学習指導計画(5時問目/全10時間)

・「かたち」について,自分の肴えをノートに轡く 1時問

・「かたち」についてみノνなで脊える問いを探る 21寺間

・「かたち」についての問いに刈'して老え,てつがく対話を行う 4時問(本時2/4)

・「かたちについて芳える」学習を振り返る観点を芳える 1時問

・「かたち」についての学習を振り返り,自己評価を行'う 2時問,

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

「かたち」について,問いをもとに対話と振り返りを通して思苦していく自分を見つめることができる。

(2)予想される本時の展開

「てつがく」学習指導案
(木) 11砦多目的室 9 00~9 40

授業者冨掛京子

0前回の文む活から,「かたち」について自分の老え

を振り返り次の問いについて者える,

0新たな問いについて対話する

0今日の対話から苔えた新たな 1かたち」について

の芳えを残す
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0いくつかの闇いをつなげて話していくので,

常に前に向分が何を考えていたか耐齢忍する。

0サークルを'タ心に置きながらも,自分の席へ

の出入りを自由にする。自分がどんな話に触

発されているのか玉爺髄させるためである。
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